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 1. 計画の目的  

 この計画は、水防法第15条の2第1項に基づくものであり、「静岡駅前地下駐車

場」（所有者：国・静岡市、管理運営事業者：ＴＦＩ株式会社（以下｢ＴＦＩ｣とい

う。）の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時の浸水の防止

を図ることを目的とする。 

 

 

 2. 計画の対象区域  

 本計画の対象区域は、別紙１「静岡駅前地下駐車場等区域図」に示す区域（以下

「区域」という。）とする。 

 

対象区域の概要 

駐車場名 所在地 形式 収容台数 

静岡駅前地下駐車場 静岡県静岡市葵区 

黒金町１番地の１ 

機械式地下駐車場 400台 

 

 

 3. 計画の適用範囲  

 この計画は、静岡駅前地下駐車場等区域内の施設に勤務又は施設を利用する全て

の者に適用するものとする。また、国土交通省及び静岡市は、ＴＦＩ及び駐車場

スタッフ（人材派遣会社等から派遣されている者を含む。）と連携して当該駐車

場の利用者の避難確保及び洪水時の浸水防止計画の措置を実施するものとする。 

 

  



 

3 

 4. 洪水時の対応  

 

 4.1. 防災体制（洪水の場合） 

(1)地下駐車場対策本部の設置 

 地下空間における浸水災害に備え、別紙２「地下駐車場対策本部（自衛水防組織）」

のとおり、地下駐車場対策本部（自衛水防組織）を設置する。 

(2)任務内容 

 前項により設置した地下駐車場対策本部（自衛水防組織）の主な任務内容は下表

のとおりとする。 

 

 

 

組 織 名 称 任 務 内 容 

本部長（静岡国道

事務所長） 

全体統括 

情報収集・伝達、警戒活動、避難誘導などの判断と指令 

副本部長 本部長の補佐、本部業務の管理 

情報・調整班 ・本部長への伝達 

・防災気象情報、予測雨量情報、河川情報の収集 

・静岡市からの避難情報の収受 

・関係機関への情報共有 

・参集計画（非常呼び出しを含む） 

・休日、夜間の緊急連絡 

広報・支援班 ・報道機関対応その他広報全般 

現地統括班 ・現地対策の総合指揮、調整 

・現地状況の対策本部への連絡 

・応援者などの現地対応 

止水対策班 

パトロール班 

・防水板（止水板）、土嚢の設置 

・水防用資機材（防水板（止水板）、土嚢）の準備 

・被害箇所の応急措置と被害予想箇所のパトロール 

・排水ポンプ等防災設備の稼働点検 

・電気施設、機械施設の点検と処置 

・排水溝の点検および地上施設の点検と処置 

・その他水防活動の実施 

現地管理者 

避難誘導・広報班 

・静岡市からの避難情報の収受 

・場内放送による利用者への周知 

・利用者の避難誘導、災害時要援護者の避難補助 

・場内車両台数、滞留者の確認 
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(3)警戒活動 

 地下駐車場への浸水の防止や被害の拡大を防ぐため、次のとおり、状況に応じ、

段階的に警戒活動を実施する。 

 

・準備体制 

入手情報(発生事象)等 編成 対応内容 

・「静岡駅前」における時

間雨量67mm以上の予測

（12時間前） 

・静岡市南部に警戒レベ

ル2相当（大雨注意報）

の発表 

・静岡県に線状降水帯半

日前予測の発表 

（本部長） 

（副本部長）  

・対策本部設置 

・閉鎖準備の指示 

・本部要員招集、現地派遣指示 

・その他必要な指示  

情報・調整班 ・防災気象情報、予測雨量情報の収集 

・連絡体制構築（WEB会議） 

・参集計画（非常呼び出しを含む） 

・関係機関等への連絡・情報収集 

現地責任者 

（避難誘導・広報班） 

・水防用資機材の確認 

・排水設備、放送設備の確認 

・排水溝の再清掃 

・避難経路・連絡体制図の確認 

 

・注意体制 

入手情報(発生事象)等 編成 対応内容 

・「静岡駅前」における時

間雨量67mm以上の予測

（6時間前） 

・静岡市南部に警戒レベ

ル 3 相当（大雨警報）

の発表 

・安倍川（手越）が避難判

断水位（3.40ｍ）に到達

し、警戒レベル 3 相当

（氾濫警報）の防災気

象情報が発令されたと

き  

本部長 

副本部長 

・閉鎖準備の指示 

・本部要員招集、現地派遣指示 

・その他必要な指示 

情報・調整班  ・防災気象情報、予測雨量情報、河川

情報の収集強化 

・関係機関への情報共有（閉鎖準備） 

広報・支援班 ・記者発表、HPによる閉鎖予告周知 

現地統括班 

 

・現地対策の総合指揮、調整 

・現地状況の対策本部への報告 

止水対策班 

パトロール班 

 

・水防用資機材（止水板、土囊）の準

備 

・排水ポンプ等防災設備の稼働点検 

・エレベーターの停止 

・一部歩行者用出入口の閉鎖 

・駐車場内パトロール開始 
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現地管理者 

避難誘導・広報班 

・排水設備の事前排水 

・場内放送（閉鎖前の退去誘導） 

・駐車場内の車両台数、滞留者の確認 

・閉鎖予告周知（予告案内看板設置） 

 

・警戒体制 

入手情報(発生事象)等 編成 対応内容 

・「静岡駅前」における

時間雨量67mm以上の

予測（2時間前）もし

くは観測 

・静岡市南部に警戒レベ

ル4相当（大雨危険警

報）の発表 

・静岡県中部に線状降水

帯直前予測の発表 

・安倍川（手越）が氾濫

危険水位（4.00ｍ）に

到達し、警戒レベル4

相当（氾濫危険警報）

の防災気象情報が発令

されたとき 

・駐車場への浸水が確認

された場合 

本部長 

副本部長 

・閉鎖開始の指示 

・営業停止の指示 

・利用者の避難誘導の指示 

・その他必要な指示 

情報・調整班 

 

・防災気象情報、予測雨量情報、河

川情報の収集 

・関係機関への情報共有（閉鎖開

始） 

広報・支援班 ・記者発表、HPによる閉鎖周知 

現地統括班 

 

・現地対策の総合指揮、調整 

・現地状況の対策本部への報告 

止水対策班 

パトロール班 

・防水板（止水板）設置 

・駐車場内パトロールによる浸水状

況監視 

・その他水防活動の実施 

避難誘導・広報班 ・管制設備による入庫規制（満車表

示） 

・場内車両台数、滞留者の確認 

・場内放送 

・利用者の避難誘導 

・災害時要援護者の避難補助 
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 4.2. 情報収集及び伝達  

(1)情報収集 

 収集する主な情報及び収集方法は、以下のとおりとする。 

 

収集する情報 収集方法 

気象情報 テレビ 

インターネット 

・気象庁HP（https://www.jma.go.jp/） 

・静岡市防災ナビ 

（https://navi.bosai.city.shizuoka.jp/top-page） 

洪水予報、水位情報等 インターネット 

・川の防災情報 

（https://www.river.go.jp/） 

・気象庁HP指定河川洪水予報 

（https://www.jma.go.jp/bosai/flood/） 

・気象庁キキクル 

（https://www.jma.go.jp/bosai/risk/） 

・静岡県土木総合防災情報サイポスレーダー 

（https://sipos.pref.shizuoka.jp/） 

・静岡市防災メール（登録用メールアドレス） 

（siz-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com） 

避難情報 

（警戒レベル３高齢者

等避難、警戒レベル４避

難指示） 

防災行政無線 

テレビ 

緊急速報メール 

インターネット 

予測雨量情報 

「静岡駅前」レーダ雨量 

インターネット 

・「静岡駅前」レーダ雨量サイト（内部向け） 

気象協会メール 

 

 提供される情報に加えて、雨の降り方、施設周辺の水路や道路の状況等、地上

部の状況については、直接確認を行う。 

 (2)情報伝達  

 別紙３「施設内緊急連絡網」に基づき、体制の確立状況、気象情報、洪水予報

等の情報を対象区域内の施設に係る全従業員で共有する。 

 館内放送、掲示板を用いて、気象情報、洪水予報等、避難開始等の情報の周知

を図る。 

 

https://www.jma.go.jp/
https://navi.bosai.city.shizuoka.jp/top-page
https://www.jma.go.jp/bosai/flood/
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/
https://sipos.pref.shizuoka.jp/
mailto:siz-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com
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 4.3. 浸水防止に関する活動  

 洪水が予想されるときは、下表及び別紙４「浸水防止用設備配置図」に示す方法

（防水板・簡易防水板・土嚢等）及び設置場所で浸水防止を行う。 

浸水防止基準 設置箇所 浸水防止対策方法 備考 

・静岡市南部に警戒レベ

ル3相当（大雨警報）が

発表 

・安倍川（手越）が避難

判断水位（3.40m）に到

達し、警戒レベル3相当

（氾濫警報）の防災気

象情報が発令されたと

き 

・「静岡駅前」における

時間雨量67mm以上の予

測（6時間前） 

階段①② 

エレベーター

①② 

・防水板（止水板）等

で閉鎖開始 

 

準備体制への移行

時に防水板（止水

板）、給排水設備・

放送設備の確認、

排水溝の再清掃、

避難経路・連絡体

制の確認を行う。 

・静岡市南部に警戒レベ

ル4相当（大雨危険警

報）が発表 

・静岡県中部に線状降水

帯直前予測が発表され

たとき 

・「静岡駅前」における

時間雨量67mmの予測（2

時間前）もしくは観測 

・安倍川（手越）が氾濫

危険水位（4.00m）に到

達し、警戒レベル4相当

（氾濫危険警報）の防

災気象情報が発令され

たとき 

・駐車場への浸水が確認

された場合 

 

入庫口・出庫

口 

階段③ 

 

 

・防水板（止水板）等

で閉鎖継続・完全閉

鎖 

・入庫口を閉鎖の

為、防水板（止水板）

を設置する。 

・その後、出庫口に

防水板（止水板）を設

置する。 

・最後に、階段③に

防水板（止水板）を設

置する。 
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 4.4. 避難誘導  

(1)避難誘導の時期 

 避難誘導は次の事項を判断基準として開始する。 

1)静岡市長から「避難指示」が発令されたとき 

2)局所的豪雨や河川はん濫により、地上部の道路が冠水する等、地下浸水の危険

が迫ったとき 

3)洪水により下記の閉鎖基準に至ったとき 

・警戒レベル４相当（大雨危険警報）の防災気象情報が発表されたとき 

・時間雨量67mm以上の降雨（静岡駅前）が予想される2時間前、もしくは観

測されたとき 

・安倍川（手越）が氾濫危険水位（4.00ｍ）に到達し、警戒レベル４相当（氾

濫危険警報）の防災気象情報が発令されたとき 

・駐車場で突発的な浸水が確認された場合 

(2)避難先・避難経路 

 地上に避難するまでの避難経路については、別紙５「避難経路図」のとおりとし、

利用者の目の付きやすい場所に標示する。 

(3)避難誘導時の留意点 

 避難誘導時の留意点を次のとおり定める。 

1)避難誘導の留意事項 

ア 施設の利用者、関係者等を非難誘導員が避難確保計画で定められた避難先

（地上や高層階）へ誘導する。 

イ 避難誘導にあたっては、エレベーター及びエスカレーターを停止し、原則

として使用させない。 

ウ 避難方向や浸水の状況を知らせ、混乱の防止に留意する。 

エ 日頃より、避難場所や避難経路を施設内に掲示し、利用者に周知しておく。 

2)避難誘導員の留意事項 

ア 懐中電灯等の必要資機材を携行し避難誘導にあたる。 

イ エレベーター、エスカレーターの前、階段、行き止まり通路等に避難誘導

員を配置し、避難者を安全な地点に誘導する。 

ウ 高齢者や障がいのある方等を確認した場合は、施設管理者や利用者の協力

を求め、避難の援護をする。 

エ 避難誘導員は最後尾となり、避難が完了したことを確認後退避する。なお、

防水板（止水板）・土囊を設置して施設を閉鎖する。 

オ 利用者や関係者等を走らせないよう注意喚起する。 

カ 避難誘導員自らパニック状態に巻き込まれないようにする。 

キ 施設管理者と連携して、避難誘導にあたる。 
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(4)避難情報等の伝達  

 周知すべき気象情報や避難指示等の避難情報を入手した際には、場内放送を利

用して、利用者及び施設管理者に伝達する。 

 

 4.5. 避難の確保及び浸水の防止を図るための施設の整備  

 情報収集・伝達及び避難誘導の際に使用する施設及び資器材については、下表「避

難確保資器材等一覧」に示すとおりである。 

 浸水対策に用いる浸水防止用設備等の配置・保管場所・個数及び整備計画は別紙

４「浸水防止用設備配置図」に示すとおりである。 

 これらの資器材等については、日頃からその維持管理に努めるものとする。 

 

避難確保資器材等一覧 

活動の区分 使用する設備又は資器材※ 

情報収集・伝達 テレビ、ファックス、携帯電話、懐中電灯、電池 

避難誘導 携帯電話、懐中電灯、電池 

浸水対策 
防水板（起伏式４か所、着脱式５か所、簡易防水板）、防水板操作ハンド

ル、土囊 

 

浸水防止資機材等一覧 

№ 設置場所 仕様 幅（㎜） 高さ（㎜） 保管場所 備考 

1 入庫口（西側） 

起伏式防水板 

3,600 500 

手動起動式 

防水板操作

ハンドルで

作動 

2 入庫口（東側） 3,935 500 

3 出庫口（駅側） 3,940 1,000 

4 出庫口（国道側） 3,965 600 

5 入出庫スロープ① 
簡易防水板 

980 530 入庫路内  

6 入出庫スロープ② 980 530 出庫路内  

7 エレベーター① 
着脱式防水板 

920 500 西側物入  

8 エレベーター② 1,110 600 東側物入 開口 820 

9 階段① 

着脱式防水板 

1,740 500 西側物入  

10 階段② 1,665 600 西側物入 
開口 1,720 

固定柱×2 

11 階段③ 
2,200 

2,400 
600 東側物入 

開口 4,720 

中柱×1、 

固定柱×2 
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12 
ロビー出入口①

（降車） 

簡易防水板 

640 400 西側物入 
開口 920 

４枚連結 

13 
ロビー出入口②

（降車） 
640 400 東側物入 

開口 920 

４枚連結 

14 
ロビー出入口③

（待合） 
640 400 西側物入 

開口 1,800 

６枚連結 

15 
ロビー出入口④

（待合） 
640 400 東側物入 

開口 1,800 

７枚連結 

16 地下通路T字路 簡易防水板 640 400 東側物入 
開口 6,390 

10枚連結 

 

 5. 防災教育及び訓練の実施  

(1)防災教育に関する計画  

 地下浸水時の被害を最小限にするため、地下駐車場対策本部（自衛水防組織）の

構成員に対し、防災意識を啓発・高揚を図るための防災教育を実施する。 

(2)防災教育の実施時期・実施内容等  

 防災教育は、下表のとおり実施する。 

(3)防災訓練に関する計画  

 地下浸水時に円滑かつ迅速な行動をとるために、浸水防止対策や避難誘導の実

地訓練を実施する。また、訓練を通して、防災体制の点検と問題点の抽出を行

い、必要に応じて、避難確保計画の是正等を行っていく。 

(4)防災訓練の実施時期・実施内容等  

 防災訓練は下表のとおり実施する。 

訓練の内容 具体的な訓練内容 実施月 

参集訓練 緊急連絡網を通じて所定の場所に参集する訓練 

4月 

～ 

6月 

閉鎖・防水板設置

訓練 
防水板（止水板）等の設置、防水板の配置訓練 

情報伝達訓練 情報の収集、伝達、場内放送等の訓練 

避難誘導訓練 避難誘導、災害時要援護者の誘導訓練 

 

対 象 者 目 的 内 容 実施月 

新規管理者 水害の理解 水害に関する事項の周知徹底 

4月 
全施設管理者 計画の共通認識 避難確保計画の内容の周知徹底 

全施設管理者 計画の習熟 防災体制の周知徹底 

全施設管理者 計画の習熟 浸水予防の周知徹底 
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 6. 避難確保計画・浸水防止計画の報告と公表に関する事項  

(1)計画の報告 

 「避難確保計画・浸水防止計画」を作成・変更した場合には、速やかに静岡市に

報告する。 

(2)計画の公表 

 作成した計画は、地下駐車場災害対策本部（自衛水防組織）の構成員及び利用者

に向けて公表する。 

 
公表方法 所有者のHPで公表 



静岡駅前地下駐車場等区域図

（別紙1）



（別紙 2） 

地下駐車場対策本部（自衛水防組織） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡国道事務所 

静岡市役所 

・広報（記者発表・ＨＰ） 

・道路情報板掲載 

現地（静岡駅前地下駐車場） 

現地統括班（3 名） 

 国：管理職以上 

 市：駐車場担当職員 

 タイムズサービス：管理職以上 

止水対策班（6 名） 

国：職員又は維持業者 

市：職員又は災害協定業者 

 現地：ユアーズ静岡現地スタッフ 

パトロール班（2 名） 

 現地：ユアーズ静岡現地スタッフ 

・現地対応の総括・調整

・現地対応の副総括 

・止水板、土嚢の設置

 

・排水ポンプ等防災設備の稼働点検 

・駐車場内のパトロール 

避難誘導（案内放送）・広報班（3名）

 現地：ユアーズ静岡現地スタッフ 

・利用者の誘導（出庫含む）

・館内放送等の情報提供 

本部長（1名） 

 国：事務所長 

 

副本部長（2名） 

 市：交通政策担当部長 

 TFI：担当部長 

情報・調整班（4名） 

班長 

 国：管理第一課長 

副班長 

 市：交通政策課長 

広報・支援班（4名） 

班長 

 国：計画課長 

副班長 

 市：交通政策課長 

・全体総括（本部長） 

・本部長の補佐（副本部長） 

・気象/河川情報等の収集及び伝達 

・関係機関との調整 



緊急連絡体制表（静岡駅前地下駐車場）

現在

防災対策協議会

1 静岡河川事務所

TFI株式会社 2 静岡地方気象台

3 静岡市 危機管理課

TEL 4 静岡市 河川課

携帯 5 静岡市 道路保全課

※時間外・休日は             6 静岡市 葵南道路整備課

　携帯に連絡

タイムズ２４株式会社 静岡国道事務所

新井 悟 平日

TEL 担当課

携帯 090-6926-7433

※時間外・休日は 休日・夜間連絡先

　携帯に連絡 担当

　（不通の場合は飛び越え報告） TEL

※不通の場合は道路情報センターに報告

TFI株式会社 TEL　054-252-7133

静岡市役所

TEL 担当課

携帯 平日

※時間外・休日は TEL

　携帯に連絡 　 FAX

　（不通の場合は飛び越え報告） 休日・夜間連絡先

タイムズサービス株式会社 TEL

TEL

携帯

※時間外・休日は

　携帯に連絡

　（不通の場合は飛び越え報告）

現地責任者 日本管財株式会社

TEL ①速報での

携帯 　 報告

※時間外・休日は

　携帯に連絡

夜間・土日・祝日 タイムズコミュニケーション株式会社

日本管財株式会社　広域ＦＭセンター （24時間コンタクトセンター）

TEL TEL　

（24時間体制） （※点検保守に関する場合）

静岡駅前地下駐車場

営業時間

TEL FAX

駐車場スタッフ

携帯 070-1218-0439

関係機関

1 静岡市役所

2 静岡中央警察署

3 静岡市消防署

4 静岡労働基準監督署

5 済生会病院

6 ＮＴＴ西日本

7 中部電力

NO 業務内容 会社名 担当者 連絡先 備考

1 管理業務 （株）ユアーズ静岡

2 清掃業務 （株）アドバンス

3 電気工作物点検保守 （財）中部電気保安協会

4 消防設備等点検保守 能美防災（株）

5 昇降機点検保守 三菱電機ビルテクノサービス（株） EV2基、ES2基

6 機械式駐車装置点検保守 日本コンベヤ（株）

054-272-1182 054-277-1700

7 中央監視装置保守 （株）日立ビルシステム

8 管制設備保守 精算機関係 アマノ（株）

9 駐車場機械警備 セコム（株）

10 衛生、給・排水設備保守 （株）イヌイ

明石 054-252-3151

乾 054-246-3211

大盛 054-265-2001

三浦 054-237-6181

村松 0120-44-3347 中部機電サービス（株）

鈴木 054-247-3211

鈴木 054-354-1194

川﨑 054-260-5958

法月 0120-320-520

0120-429-504

0120-985-210

市野 090-2610-9394

054-255-9703

054-252-8105

054-285-6171

054-221-1412

054-250-0110

054-653-0353 054-653-0354

株式会社ユアーズ静岡 宿直スタッフ

03-5255-0671 050-3786-8900

6:00～24:00

053-450-6010

080-9940‐5848

浜松事業所 加藤　大輔

080-6854-9344

静岡営業所 渡辺　裕二

054-205-3671

03-6831-3705 交通政策課

090-8886-6710

054-221-1412

054-221-1060

054-254-2111

管理第一課長

090-4444-9432

054-221-1129

054-221-1662

担当部長 増田　哲也

045-226-8926 管理第一課

054-250-8906TEL

（別紙３）

令和8年8月25日

神奈川支店長

03-6831-3705

090-5997-4669

取締役 渡辺　英一

054-221-1131

054-273-9104

054-286-3521

054-221-1236

情報共有等

②状況等詳細

を確認し報告・

対策の相談等

③必要に応

じ最終報告

災害対策本部設置時



別紙４



避難経路図静岡駅前地下駐車場 ＜別紙５＞

避難方向


